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男女共同参画と子育て支援が広がうていま

（経済社会における動き）
・女性と職業のかかわりについて、男女共同参画の意識が進展。政策・方針の決定にかかわる
役職で女性が増える方が良いと思うものとして「国会議員・地方議会議員Jが634％、様々な賎
業分野で女性が増える方が良いと考える者は、20・－30代にかけての若者の中で8割超。

・看護業等の医療寮や老人福祉事業において、女性就業者の数が著しく増加（看護業等の医療
業平成6年35，857人→13年116，866人；老人福祉業平成6年1712細入→13年311，㊥5人）。

・規制緩和により保育所の認可件数が増加（338件（平成13年4月から14年10月））。公設民営方
式の保育所も増加（累計4（抵件（14年8月）、13－14年度で105件）。
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（最 近 の 主 要 な 取 り組 み ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 憲

・待 棲 児 童 ゼ ロ作 戦 等 の推 進
解薪所 期数鑑蜜ゼ廿に何げこ 公爵 屠営方式 居屠L、存鞄 打 方ス、βが卒 て野 方動 の安扶入れノ鮒 あ蝮勿さ　 垂
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7 7 ミ〝－・サポー′・センターの厨者を仔者「鞄 かJ孝度末7ガケ卵 4 割 仇彩 4汐ク劇 。　　　　　　　　　　　　 、≡
・女 性 の チャレンジ支 援 策 の推 進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

女 嵐が主都 如 夢を穿っていくり：ノノ・の チナレン喜 拙 脚 者を幻 プち懐 ／ノ・の チナレシ喜 成 輝 チナレ　 ＿婆
ンジを船倉鍬 二一吏風　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 塵

・構 造 改 革 特 区 において 、幼 稚 園 と保育 所 の 一 体 的な 運用 を促 進 。　　　　　　　　　　　　 ．
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【コラム／待機児童ゼロ作戦】

「待機児童Jとは、乾可保育所の利用を希望し、市区町村に
申込書を提出している児童のうち、入所の要件を満たしてい
るにもかかわらず、入所できずにいる児童のことをいいます。
厚生労働省の翻蜜によれば、平成13年4月1日の保育所待
機児童数は21，031人にのぼります。
少子化の影響により、6歳未満の児童数は減少傾向にありま
すが、働く女性の増加、核家族化の進展などライフスタイルの
変化に伴い、平成7年以降、保育所を利用する児童教は一
貫して増加しています。
急速に進行している少子化に対応するとともに、仕事と子育
ての両立の負担を軽減するため、保育サービスなど子育て支
援サービスを充実させることは重要な課題の一つとなってい
ます。このため、小泉総理は「待機児童ゼロ作戦」の推進を表
明しています。一昨年7月に開銀決定された「仕事と子育て
の両立支援策の方針について」では、潜在的な待機児童を
含め、保育所を利用したい人が利用できるように、待機児童
の多い都市を中心に、今年度中に5万人、さらに平成16年度
までに10万人の計15万人の受入児童数の増加を図ることとし
ています。

（経 済 社 会 にお け る動 き ）

JL・インター ン シップ （在 学 中 の就 業 体 験）が 普 及 。大 学 4 1．9 ％ 、短 大 23 ．4 ％ 、高 専 8 7．1％ 、公 立 高 校

3 8 ．9 ％な ど。
・高 齢 者 向 け優 良賃 貸 住 宅 等 、高 齢 者が 安 心 して生 活 できる住 まい作 りが 広 が り始 めて いる

（高 齢 者 向 け優 良賃 貸 住 宅 の 認 定 戸数 は 、平成 13 年 度ま でに約 12 ，的 0 戸）。

鮎 － ・　　　　　 ・　　　　　　　　　　 ・ ・　　 － ・…
（最 近 の 主 要 な 取 り組 み ）

・奨 学 金 の 充 実

顔 1J名好にば貸与メ貞紺 ♂万人，宴棚 方♂抑 計上。喜東郷 1〃瑚 て管．ク盾に．

・若 年者 トライア ル 雇 用事 業
本年 1∫草 1月まで仁即 12 人を財行者屠、彪 7 着Ja タガメの ち14，度 1／U 切 U ％ノが棚 仁者統

・緑 の雇 用

新芽への．木敵 組碧・．定着仁／布けこ 平成〟重度か鎚輝町人の京成は夢見
・安心 ハ ウス 構 想 の着座あ徳武

・「高 齢 者 、身 体 障 害 者等 が 円滑 に利 用 できる特 定 建 築物 の 建築 の 促 進 に関 す る法 律」くハー ト

ピ ル法 ）を皮正し，不 特定多厨の薪 クj卵 する－「唐の崩 物 部とついてバ財 アグー此 仔弘宥〝唐腸 啓ノ・〃題

倉 Jあ蕨紆付坑

S　有利子奨学金

ロ　■利手奨学金

平慮10年庄　　　平慮11年度　　　平成12年度　　　　平成13年■　　　平成14年度

・趣旨　　保緩着の失職、倒産や災害等により家計が急変し、緊急に奨学
会貸与の必要が生じた生徒・学生に対応するために平成11年度
に飼鮫。

・対象字種高批大学・短大、大字腕（修士課程・博士採種）、高等専門

学校、専修学校（高書馳・専門課程）の生徒・学生
・学力基準勉辛意欲のある者
・家計基準家計急変（失域、災害等）後の所得見込綴

・予定人員1万人
・予定総観30位円

出典1文部怜筆書ホヰムページ）

【安心ハウス構想とは】
○高齢社会の進展により増加する高齢中所得者の方に対し、「安心して暮らせ
る住まい」を民間活力により広く普及させるための構想です。

0高齢者それぞれの身体状況等に対応したハード・ソフトの組み合わせにより，
「安心・安全・快i動な機能が付いた住居を供給します。

○多額の入居一時金を必要とせず、個室で暮らすことができます。
○公有地の有効活用等により、利用料の低額化を可能にします。
○サービス内容、既存制度の利用等により、有料老人ホームや、グループホー
ム、グループリビング、高齢者向け優良賃貸住宅等、様々な形態が含まれま
す。

（出鼻国土交通省資
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（経 済 社 会 に お ける 動 き）

4 4 50万 頭 の す べ ての 個 体 識別 システ ム を構 築 。昨年 10 月 か ら個 体　 泰‾∴

情 報をインター ネットで提 供 。　　　　　　　　　　　　　　 「「
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★錮体錐別システムとは一頭の牛毎に重複することのない
生涯畦－の番号で識欄 ・管理されるシステム

ま書個体鱒別センター
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・食品の安全鱈の慮鍔に厨L 基 鵬 を虐机 食品安全要点套朗 紺 男 縛 か 好 打 臥

する′舶 安 全基本綴叡 尊を今風 雛 思 離 履 象 食 品安 全 行 政 の改 革 に貴 重．－‥

手 。

・青 果 軌 米 、豚 肉 、鶏 肉 、削 軋 養 殖 水産 物 等 に ついても 、トレー サ ピ　 謹1
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・国 民 の 主 食で ある米 につ いて・市 場 メカニズ ム を重視 し・多様 な 消費　 亘・∴

者 ニー ズ に応 える生 産 ・流 通 体制 に 改 革 。
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（経 済 社 会 にお け る動 き ）

・学 校 選 択 制 度 など通 学 区 鵬 の 弾 力化 を推進 。東榊 別 区 では －4区 が 平 i －：｛∴
成 1 5 年 度斬 1 年 生 を対象 として学 校 準 択 制 を導 入 。

【実 践研究校 】

坤l 可事■閂■1■■■■

劇翻

響機

紐昭望読瑚媚準鵜彗溝隈碑控準髭掛率融竪琴瑚脹嘩闇嘩 翠 閻冤固 国 頭雨琴翠 頭 珂翠圃 同 軍 －’

（最 近 の 主 要 な 取 り組 み ）　　　　　　　　　　　　　　　 鷺． ・15都府■3楕定h 市から30件の応募があり、7 件を指定（一覧参照）。

・希望のあった中から 地域学稜協繍会による隼按選言への参菌などによる糠・コミュニティ・カレッジ ！瀬棚 告辞学府の甜 部 を据者鰍 学基 啓彪会によ哉吼酌軌晩

平成14草度守屋湘 学界を戯糧リ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は

・地域 が 運 営 に参 画 す る新 しいタイプ の公 立 学 校 （コミュニティ・ス クー ル ）の者ク　 諸
相 柵 に庚が「動 かす牢射 ク7解・タ1貯聯 好を柳 。

・理科 ・数 学 教 育 を重 点 的 に行 う高 等 学校 豹勤 行 物 軌 樺 塵 瑚 軋

・腰 生存の好みや不安に射 す石畑 、スクール カウンセ ラー を香草好に鹿官　　　　 選
！聯 11 卒粛 J仰皮 ノ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

・特別 非 常 勤 講 師 制 度 掌によク 学好紺碧の鍔に捌 ナる社会 人の朋 をガ鱈　　　　　 ’’

逢体餉を整え、校長の意向を尊重した教輝員人事や学校畿1 経書の支脚 こ

よるr隼牧の裁1 権の拡大j、地事人鯖の活用や地元産業界の凄株などr学校
と絶叫との連携」等の研究テーマにより、その成果が期待できるもわを違定。
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都道府象尊名　　　　　　　　　 学　 校　 名

干葉県警恵野市　　 智恵野市立秋津小学校

唐置目撃堅密忘報剖御 免如蜘 鰍 劇鎗〟重度11，部7揮うゾJ名射 る膨J伸。
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三上黒滝布　　　　 津市立錦が丘小学校

和歌山県無官簡　　 新宮市立光津中学校

碑山黒闊山市　　　 円山市立闊鱒中学臥 清鱒小学校、腋南小学校

広島県尾道市　　　 尾道市立土堂小学校

京都府東都簡　　　 素飾市立蜘所南中撃較
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都市の再生が進み、都市の住みやすさが向上しています。

く経 済 社 会 に お ける 動 き）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ

・「大都 市 圏 に おけるゴミゼ ロ聖者柿 への 再 構 築 」・「東 京 湾 臨 海邸 における塞 幹 的 広域 防災 拠　 覇

点 の整 備 」、「大 都 市 圏 における 都市 環 境 インフラの 再 生 」など都 市 再 生プロジェクトが 進 展 。 1

・E T C 利 用 率 が 向 上 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
J

・不 動 産 投 資法 人 の 制 度 くJ リ－ ト）創 設 以 来 、上 場 投 資 法 人が 増 加 し（現在 6 法 人 ）、市 塙 規 模も　 茸
拡 大。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 尋

l　　　　′　　　‘．　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　′・　　　　　　　　　　　　　　　一

（最近の主要な取り組み）
・都市再生特別措置法に基づく緊急整備
影市再生原意甜地膚如イ地鰭喘井原市、名古屋市で都市再生頼刻地厚を都柵廊於盾仕も仁拗J密
がノ。また、屠育山一γが伽醇善プロシ』ク′について二度願植樹射紺〟∫辛1月ノ。
・三大都市圏環状道路の緊急整備
平成14年〟が仁和ぼ緻王子醇化丸山を楓宥ん彪翔一、ガ度盛溜封十善名ノ仁ついこ大原脚下の唐朋
．≠せして、今彦さらに朗の貞メタを上野石ごとで東房．酔余患

・新東京国際空港の整備の推進（暫定平行滑走路の供用）
密事4月に安定平行が連射」’締れ鼻紗∫それまでの草ノ且∫万垣から密β碓牌ぜ太
・ETCの整備
平成14卒度に夢訝腐遠慮紺、靡禅碗紺野て班ね磨好を宕7L、1J鞄紅屋本館仁全て粉乳鋤酎カUの彦厨
に幽紙
・住宅流通市場の整備
易成14年に、中古在宅のせ静粛示晶単一輔切碁鞄紘序卸を行う発三者棚磨皆組、劇創紺を劇楓

・オフィスビルの住宅への転用の円滑化
一オフィズと沖の住宅．への転用あ留が1とする虐め、鰍膠すちガ紺を倉批
・マンション建替えの円滑化

マリ／シ富ンの應奮えのβガ此夢に膠す石庭解を戯雇．Lマリ／シ智ンニ醇善受の一甲骨舵を屠る鍋に、劇の区分所有者
に膠す石崖醇を放正し碧さ達男梓を合理化仔ガの4鉄上の榔多劇庚の劇。
・密集市街地の整備の促進
密着盾舟密の如改善を錯遷すづまめ、密着市棚勝者のl酔顔を今層皆仁が塩

概ね10年以内に、首都圏三環状道路のいずれかの部分で9本の放射道路を接

続するような環状線（重点リンの を形成。

輸首都圏重点 リングの整備効果

〈現況〉　　　　　　　　　 く概ね10年以内〉

牝濾
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1 点リングのセ■効果

●量点リング ・榔奥遭葛欄 －－ 供用中
・外力ヽん書軸 ■■■l 緻ねlO年以内に供用
・中央偉観の3号■駄北の区間 一一一一If町中

（経済社会における動き）

？大規模災害対策の強化・充実が進ん也ヽます。、．

E T C （ノ ン ス トップ 自 動 料 金 支 払 い シ ス テ ム ）
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出典：道躊システム高度化推進機構ホームページ）

住宅性能表示制度〉

㊤宜㊧
知ってください。住宅性能表示飼度

既存住宅の住宅性能表示制度

●平成12年の住宅性能表示制度のスタート時には、
新築住宅だけを対象としていましたが、平成川年8月
に、既存住宅（いわゆる中古住宅）を対象とした性能表
示飼虎が公布・施行され、本格的にスタートしました。
●これによりJ住宅性能表示制度」は、新築・既存を問
わない、すべての住宅を対象とした制度となり、新築の
制度を利用した住宅が、数年後に既存の畿度も利用で

（出典国土変遷

・第2次地震防災緊急事業5箇年計画（平成13年度策定）等に基づく地
震防災施設整備の推進をはじめとする各種防災対策により、南関東
地域直下の地震や東海・東南海・南海地震など大規模災害への対応
が進展。

（最 近 の 主 要 な 取 り組 み ）
・中央 府 省 の 地震 防災 情 報 システ ム と電 力 ・ガス 会社 等 のライフライン 逗

被 害情 報 システム との 連 携 を貫死 顔 好辞の顛有によの紺碧時の庇 患膿 ・J

醇β・躾鮒 評を丹背化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 菅

．青野の丘遡伍二度臓 必メ罫の2 虚蕨 ．紆面翻 。ごおいて∵去れ君れ国営公廊㌣
事業皮び榊 脚 事業都 ＝よク基 幹 的 広 域 防 災拠 点の 整 備 に着 手 。 音

・緊 急 消 防 援助 隊 の整 備 ・拡 充　　　　　　　　　　　　　　 ．

尿 意肋 膠の惑 好・彪二者を磨軋 てこガク！発在 2 〝勃駅 且凰βの ノ、屋㌍よる醇　 ．写
鰐基本紆卸 願 や鰭鵬 の甜 夢を醜 する瀦拗 晴 彦度 乙聾者を今野　 扇－
会結線玖
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地対策本部の設置
のベースキャンプ
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防災機船ットウーク〉

関係防災機関とのネットワーク

気象庁　　中央防災無嫁

t■d■l■■l

肪雷庁　中央防災無線

中央防災無縛．暮慕鱗雷■■tン
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‾（出■：内閣府資料）
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